
第２期上野町長マニフェスト（R７～10年度）に関連する具体的な取組などの一覧

【注１】目標値は、第３次総合振興計画（令和８年度～）の策定後に見直す可能性があります。

【注２】第３次総合振興計画（令和８年度～）の策定後に、重点項目ごとにＫＧＩ※４を設定する予定です。

Ⅱ 農業 農産物の生産量及び産出額増加 生産性の向上 農産物生産量 R5 18,703 ｔ ⇒ 19,500 ｔ

農畜産物生産額 R5 15,218 百万円 ⇒ 16,000 百万円

流通・販売の強化 林産物産出額 32,716 千円 ⇒ 39,259 千円

海外への販路拡大 海外輸出 ― ⇒

物産館売上額 559,849 千円 ⇒ 579,000 千円

物産館利用者数 454,145 人 ⇒ 470,000 人

転換作目の推進 重点作物の作付面積の拡大 水田での転換作物（さといもの作付面積） 12.2 ha  ⇒ 14.0 ha

鳥獣被害対策とジビエの活用 有害鳥獣の捕獲頭数の増 有害鳥獣捕獲頭数（イノシシ）（年平均） 2,361 頭 ⇒ 1,900 頭

有害鳥獣捕獲頭数（シカ）（年平均） 2,427 頭 ⇒ 2,600 頭

猟友会との連携強化 ジビエ施設への搬入頭数（年平均） 0 頭 ⇒ 720 頭

６次産業化の推進 新商品開発とふるさと納税返礼品への登録推進 新たに生まれた商品・サービスの数 2 品 ⇒ 5 品

農商工連携による６次産業化の推進 既存加工品等の改良等の数 4 品 ⇒ 10 品

スマート農業の推進 各耕種におけるスマート農業の導入促進 スマート農業導入事業者数 20 人 ⇒ 30 人

事業によるスマート農業機械の導入台数 4 台 ⇒ 期間中 12 台

地産地消の推進 学校給食での地産地消の推進 給食での地元農畜産物の使用比率 13.2 ％ ⇒ 15.00 ％

畜産生産基盤の整備 生産環境の再整備 町内飼育頭数（生産牛） 3,397 頭 ⇒ 3,700 頭

自給飼料の安定供給と品質向上 町内飼育頭数（肥育牛） 2,500 頭 ⇒ 3,000 頭

流通・販売の強化 町内飼育頭数（豚） 40 千頭 ⇒ 42 千頭

家畜伝染病の侵入防止対策 町内飼育羽数（採卵鶏） 130 千羽 ⇒ 135 千羽

町内飼育羽数（肉用鶏） 1,713 千羽 ⇒ 1,750 千羽

子牛せり市上場頭数 2,860 頭 ⇒ 3,000 頭

農地集積の推進 農地の集積 農地集積面積 期間中 1,050 ha ⇒ 期間中 1,370 ha

農業法人や集団的農業経営の促進 法人及び農業生産法人（経営体）数 47 経営体 ⇒ 50 経営体

農業担い手の育成 認定農業者及び認定新規就農者（経営体）数 173 経営体 ⇒ 158 経営体

林業 再造林の推進 私有林での再造林の推進 再造林率 22.0 ％ ⇒ 67.0 ％

少花粉スギやコンテナ苗の植樹推進 森林経営計画面積 1,053 ha ⇒ 1,264 ha

持続可能な労働力の確保・林業従事者の育成 新規林業従事者数（期間合計） 2 人 ⇒ 4 人

木育及び森林環境教育の推進 緑の少年団の活動促進・支援 緑の少年団の活動回数 1 回 ⇒ 2 回

森林の重要性の理解促進（情報発信と啓発活動） 森林ボランティア人数 0 人 ⇒ 2 人

私有林の整備支援 タケノコ生産林の面積拡大 タケノコ出荷量（ＪＡ青果） 5 ｔ ⇒ 10 ｔ

林地残材の資源活用の推進 林地残材の買取量 2,314 ｔ ⇒ 2,777 ｔ

商工業 「薩摩のさつま」の推進・強化 薩摩のさつま認証品数の拡大 薩摩のさつま認証品数 52 商品 ⇒ 90 商品

薩摩のさつま認証品の販売額拡大 薩摩のさつま認証品のふるさと納税での販売額 5,415 千円 ⇒ 20,000 千円

積極的な企業誘致 新たな企業（産業）の誘致 誘致（立地）企業数（年１件） 1 件 ⇒ 期間中 5 件

工業団地等の整備・学校跡地の利活用

誘致企業や地場産業の育成支援 誘致企業のフォローアップ 企業訪問等による相談対応数（年１回） 1 回 ⇒ 期間中 4 回

企業間の交流促進 企業交流会の実施数（年１件） 1 回 ⇒ 期間中 4 回

創業・スタートアップ支援 事業承継支援 事業承継相談件数 2 件 ⇒ 3 件

新規参入者への支援補助 各補助申請実績数 10 件 ⇒ 12 件

商工業制度資金利子補助

移住希望者への就労支援 移住相談会での就労相談件数（年７０件） 72 件 ⇒ 期間中 280 件

女性が活躍する雇用の場の確保 若年女性が魅力を感じる雇用の場の確保
若年（２０～３０歳代）女性の雇用者数
（若者定住促進家賃補助実績 年４人）

3 人 ⇒ 期間中 16 人

伝統的工芸品の保存・振興 後継者の育成支援（地域おこし協力隊制度の活用） 鹿児島県伝統的工芸品指定数 5 品目 ⇒ 5 品目

自然エネルギーの地産地消 町有施設における太陽光発電の推進 自家消費型太陽光発電量（年間） 55,601 wh ⇒ 250,000 kwh

自家消費型太陽光発電導入施設数 1 施設 ⇒ 5 施設

賑わいのある中心市街地づくり 宮之城中心市街地の再生と活性化 新たに整備した賑わい創出施設等の数 0 施設 ⇒ 1 施設

※３　ＫＰＩ：Key Performance Indicator（キー パフォーマンス インジケーター）の略で「重要業績評価指標」と訳されます。目標達成に向けたプロセスや行動の進捗状況を定量的に評価する指標のことです。

簡単にいえば、「ちゃんと目標に近づいているかどうかを数値で見える化するものです。

簡単にいえば、最終的な目標（ゴール）が達成されたかどうかを数値で見える化するものです。

※４　ＫＧＩ：Key Goal Indicator（キー ゴール インジケーター）の略で「重要目標達成指標」と訳されます。プロジェクトなどにおける最終的な目標を評価する指標のことです。

稼げる農林業・商工業の
実現

※１　基準値の列に記載の「期間中」とは令和３年度～６年度の４年間を指します。

※２　目標値の列に記載の「期間中」とは令和７年度～１０年度の４年間を指します。

基準値　※1
重点項目 推進項目 推進事項 推進事項達成に向けた具体的な取組内容 推進項目のＫＰＩ　※３

目標値　※2
R6年度末 R10年度末


